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連
携
実
践
事
業
」
を
実

施
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を

対
象
に
し
た
農
業
体
験
会
の

実
施
や
総
合
窓
口
の
設
置
、

初
め
て
シ
ル
バ
ー
人
材
を
利

用
す
る
農
業
者
へ
の
補
助
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

25
年
12
月
９
日
に
実
施
し

た
体
験
会
に
は
８
人
が
参

加
。
参
加
者
は
バ
ス
で
鳴
門

市
の
有
ふ
ぁ
む
に
移
動
し
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
む
き
作
業

体
験
や
生
産
、
加
工
工
場
の

見
学
を
行
っ
た
＝
写
真
。
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ほ
ぼ

全
員
が
満
足
と
し
、
全
員
が

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

の
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と

回
答
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
同
会
事
務

局
次
長
の
田
渕
洋
子
さ
ん
は

「
シ
ル
バ
ー
人
材
は
時
間
厳

守
で
丁
寧
な
作
業
を
す
る
人

が
多
い
。
事
業
者
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
現
役
農
家
の
人
は
健
康

寿
命
を
維
持
し
や
す
い
と
い

わ
れ
て
お
り
、
会
員
に
と
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ

ラ
シ
な
ど
で
周
知
し
、
担
い

手
不
足
の
解
決
策
と
し
て
事

業
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

上
の
就
労
意
欲
が
あ
る
人
）

の
農
業
分
野
へ
の
参
画
を
促

進
し
よ
う
と
尽
力
し
て
い

る
。
同
会
は
県
農
林
水
産
部

と
連
携
し
、
２
０
２
３
年
か

ら
「
農
×
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

【
徳
島
】
農

業
労
働
者
の
不

足
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
は
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
（
概
ね

歳
以

こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

当
日
は
地
域
で
活
躍
す
る

青
年
農
業
者
や
農
林
大
学

校
、
農
業
関
係
高
等
学
校
の

学
生
、
関
係
者
ら
85
人
が
参

加
。
県
内
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
５
団

体
５
人
が
青
年
農
業
者
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
意
見
を
発
表

し
、
農
林
大
学
校
、
農
業
関

係
高
等
学
校
３
校
４
人
が
特

別
発
表
を
行
っ
た
。

み
な
べ
梅
郷
ク
ラ
ブ
の
里

村
修
造
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、

御
坊
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
の
上
山
貴
生
さ
ん
が
優

秀
賞
、
南
広
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の

久
保
田
裕
貴
さ
ん
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
。

農
業
者
の
育
成
支
援
を
担

当
す
る
県
経
営
支
援
課
の
木

村
学
班
長
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
次

の
時
代
を
担
う
農
業
者
と
し

て
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

【
和
歌
山
】
県
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
と
県
農
業
公

社
は
２
月
５
日
、
和
歌
山
城

ホ
ー
ル
で
「
令
和
７
年
度
和

歌
山
県
青
年
農
業
者
会
議
」

を
開
催
し
た
。
県
の
協
力
の

も
と
例
年
開
催
し
て
お
り
、

参
加
者
の
日
頃
の
調
査
研
究

や
経
営
の
成
果
、
目
標
発
表

を
通
じ
て
、
農
業
経
営
の
発

展
と
農
村
振
興
に
つ
な
げ
る

つ
け
思
い
を
受
け
継
ぎ
生

ま
れ
育
っ
た
風
景
を
残
そ
う

と
今
日
も
奮
闘
し
て
い
る
。

仲
間
と
の
出
会
い
で
新

た
な
視
点
が
生
ま
れ
、

前
向
き
な
気
持
ち
に
な

っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投

稿
も
始
め
、
農
業
が
面

白
く
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
農
業
以
外
の
事

も
や
っ
て
み
よ
う
と
、

狩
猟
免
許
も
取
得
し

た
。

友
紀
さ
ん
は
技
術
の
継
承

つ
い
て
「
父
か
ら
は
あ
ま
り

言
葉
で
教
え
て
も
ら
え
ず
、

教
科
書
が
あ
る
わ
け
で
も
な

く
、
父
を
見
な
が
ら
感
覚
で

覚
え
て
い
く
の
で
難
し
い
。

で
も
父
の
思
い
は
十
分
に
伝

わ
る
」
と
語
る
。
２
代
目
か

ら
の
技
術
を
少
し
ず
つ
身
に

に
７
種
、
モ
モ
は
２
㌶
で
清

水
白
桃
を
主
に
３
種
を
栽

培
。
「
け
ん
か
は
す
る
け

ど
、
親
子
な
の
で
助
け
て
も

ら
い
な
が
ら
子
育
て
と
両
立

し
て
い
る
」
と
家
族
経
営
の

メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

「
お
か
や
ま
農
業
女
子
」

へ
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

【
岡
山
】
家
業
を
継
ぐ
こ

と
を
決
心
し
て
、
ま
も
な
く

10
年
。
岡
山
市
の
村
井
友
紀

さ
ん(

44)

＝
写
真
＝
は
、
結

婚
し
て
故
郷
を
離
れ
て
い
た

が
、
家
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
夫
と
一
緒
に
実
家

に
戻
っ
た
｢

手
伝
い
を
し
て

い
く
中
で
こ
の
畑
や
土
地
、

地
域
の
特
産
品
を
守
ら
な
け

れ
ば
と
思
い
就
農
を
決
意
し

た
」
と
語
る
出
産
子
育
て

の
中
、
家
族
の
協
力
を
得
な

が
ら
農
業
者
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

友
紀
さ
ん
は
「
オ
ー
チ
ャ

ー
ド
イ
タ
ノ
」
３
代
目
と
し

て
、
両
親
か
ら
経
営
を
受
け

継
ご
う
と
し
て
い
る
。
現

在
、
親
子
３
人
で
ブ
ド
ウ
は

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
主

研
修
内
容
、
受
け
入
れ
体
制

を
熱
心
に
確
認
し
て
い
た
。

今
回
は
集
客
力
向
上
を
図

る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
を
強
化
し

た
こ
と
が
特
徴
。
主
催
者
に

よ
る
と
、
40
代
の
来
場
者
が

最
も
多
く
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
見
て
来
場
し
た
人
が
最

多
だ
っ
た
。

同
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け

に
、
研
修
参
加
や
就
農
へ
進

む
事
例
は
少
な
く
な
く
、
関

係
機
関
が
一
堂
に
会
す
る
場

は
担
い
手
確
保
の
重
要
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
主
催
者

は
今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
む
多

様
な
手
段
で
情
報
発
信
を
強

化
し
、
さ
ら
な
る
集
客
と
地

域
農
業
の
人
材
確
保
に
つ
な

げ
た
い
考
え
だ
。

的
に
案
内
す
る
総
合
相
談
ブ

ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者

は
複
数
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、

就
農
に
必
要
な
資
金
支
援
や

【
大
分
】
就
農
や
農
業
分

野
で
の
就
業
を
め
ざ
す
人
を

対
象
に
「
お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
就
農
・
就
業
応
援
フ
ェ

ア
」
が
１
月
31
日
、
大
分
市

の
「
Ｊ：

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ

ー
ル
大
分
」
で
開
か
れ
、
県

内
外
か
ら
66
組
84
人
が
来
場

し
、
関
係
機
関
に
よ
る
相
談

や
制
度
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
県
内
の
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
や
就
農

学
校
な
ど
計
23
ブ
ー
ス
が
並

ん
だ
。
就
農
・
就
業
を
横
断

活
用
し
た
先
進
的
な
栽
培
管

理
な
ど
を
紹
介
。
続
い
て
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
商
１
０

０
億
円
を
達
成
し
た
㈱
和
郷

（
千
葉
県
）
の
木
内
博
一
代

表
が
、
生
産
者
の
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
加
工
・
流

通
・
販
売
事
業
や
経
営
多
角

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

講
演
後
は
「
農
業
法
人
の

社
会
的
使
命
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
㈱
早
和
果
樹
園

（
和
歌
山
県
）
の
秋

竹
俊
伸
代
表
、
こ
と

京
都
㈱
（
京
都
府
）

の
山
田
敏
之
代
表
を

交
え
人
材
の
確
保･

育
成
な
ど
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
た
。

【
京
都
】
近
畿
府
県
農
業

法
人
組
織
現
地
交
流
会
が
１

月
29
～
30
日
に
京
都
市
内
で

開
か
れ
、
近
畿
地
区
の
農
業

法
人
経
営
者
ら
約
１
２
０
人

が
参
加
し
た
。

講
演
で
は
、
ブ
ド
ウ
農
家

か
ら
世
界
的
企
業
へ
成
長
を

め
ざ
す
ア
グ
ベ
ル
㈱
（
山
梨

県
）
の
丸
山
桂
佑
代
表
が
、

Ａ
Ｉ
や
自
社
開
発
ア
プ
リ
を

農
業
ア
ル
バ
イ
ト
の
希
望
者

な
ど
39
組
48
人
が
相
談
に
訪

れ
た
。
就
農
を
希
望
す
る
人

は
目
当
て
の
市
町
村
ブ
ー
ス

を
訪
れ
、
就
農
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い

て
熱
心
に
相
談
し
て
い
た
。

相
談
ブ
ー
ス
で
は
、
市
町

村
の
受
け
入
れ
体
制
に
加

え
、
農
地
や
ハ
ウ
ス
の
取
得

方
法
な
ど
就
農
に
向
け
た
具

体
的
な
相
談
が
多
か
っ
た
。

会
場
内
で
は
就
農
の
心
構

え
や
準
備
、
支
援
制
度
な
ど

を
紹
介
す
る
「
就
農
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
南
国
市

で
シ
シ
ト
ウ
20
㌃
を
栽
培
し

て
い
る
就
農
５
年
目
に
な
る

日
和
佐
洸
介
さ
ん
（
29
）
の

「
先
輩
農
家
さ
ん
の
体
験
ト

ー
ク
」
も
行
わ
れ
た
。

日
和
佐
さ
ん
は
「
大
学
在

学
中
か
ら
農
業
を
志
し
、
県

立
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ

ー
や
指
導
農
業
士
の
も
と
で

栽
培
技
術
や
経
営
手
法
を
身

に
付
け
た
」
と
説
明
。
参
加

者
か
ら
は
経
営
状
況
や
労
働

時
間
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問

が
相
次
い
だ
。

【
高
知
】
県
と
県
新
規
就

農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る｢

こ
う
ち
で
就
農
相
談
会｣

が
２
月
８
日
、
高
知
市
で
開

催
さ
れ
、
県
内
の
13
市
町
村

と
県
立
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
な
ど
３
関
係
機
関
が

相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

独
立
就
農
や
農
業
法
人
へ

の
就
職
に
加
え
て
、
短
期
の

市
町
村
ブ
ー
ス
で
は
具
体
的
な

相
談
が
続
い
た

相
談
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
支

援
制
度
な
ど
を
説
明

就
農
め
ざ
し
て

具
体
的
に
相
談

高
知
市
で
就
農
相
談
会

就
農･

就
業
へ

一
歩
踏
み
だ
す

大
分
市
で
就
農･

就
業
応
援
フ
ェ
ア

児童ら茶の味と香り楽しむ 静岡･森町小学校でお茶教室児童ら茶の味と香り楽しむ 静岡･森町小学校でお茶教室

電子申請は簡単に行うこと

ができる

近
畿
の
農
業
法
人
経
営
者
が
交
流
会

京
都
市
で｢

法
人
の
社
会
的
使
命｣

を
討
論

【
静
岡
】
「
家
で
飲
む
よ
り
お
い
し
い
！
」

と
笑
顔
で
お
茶
を
楽
し
ん
だ
の
は
、
森
町
の
小

学
５
年
生
児
童
１
４
０
人
。
同
町
内
の
小
学
校

３
校
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
こ
の
ほ
ど
、
「
お
茶

の
入
れ
方
教
室
」
が
開
か
れ
た
。

児
童
た
ち
は
講
師
を
務
め
た
同
町
茶
商
組
合

青
年
団
（
松
浦
泰
隆
団
長
）
か
ら
、
湯
冷
ま
し

や
回
し
つ
ぎ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
お
い
し
い
お
茶

の
入
れ
方
を
学
ん
だ
＝
写
真
。

同
町
内
の
人
気
和
菓
子
店
の
菓
子
と
と
も

に
、
同
町
産
の
深
蒸
し
茶
を
は
じ
め
茎
茶
や
ほ

う
じ
茶
な
ど
６
種
類
の
お
茶
を
飲
み
比
べ
た
。

「
こ
の
お
茶
飲
む
の
初
め
て
」
「
寒
い
季
節
は

あ
っ
た
か
い
お
茶
が
い
い
よ
ね
」
と
会
話
を
弾

ま
せ
な
が
ら
味
や
香
り
を
楽
し
ん
だ
。

同
茶
商
組
合
か
ら
は
同
町
産
の
深
蒸
し
茶

が
、
同
町
茶
業
振
興
協
議
会
か
ら
は
急
須
が
児

童
一
人
一
人
に
贈
ら
れ
、
児
童
た
ち
は
「
帰
っ

た
ら
家
族
に
入
れ
て
あ
げ
よ
う
」
と
に
こ
や
か

な
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
お
茶
に
親
し
む
こ
と

で
、
郷
土
を
愛
し
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
が
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
堀
尾
壮
平
情
報
員
）

父から技術と思い受け継ぐ

子育ての中キャリア積む

アクティブシニアを農業へアクティブシニアを農業へアクティブシニアを農業へ

農
業
体
験
で
感
触
上
々

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

岡山市

村井友紀さん

青
年
農
業
者
や
学
生

研
究
成
果
な
ど
発
表

和
歌
山
県

青
年
農
業
者
や
学
生
が
一
堂
に

会
し
て
研
究
討
議

29
日
に
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
滋
賀
】
草
津
市
農
業
委
員
会
は
、
１
月
か

ら
農
地
法
第
３
条
の
３
に
基
づ
く
農
地
の
相
続

な
ど
に
関
す
る
届
出
で
電
子
申
請
を
開
始
し

た
。こ

れ
ま
で
あ
ら
か
じ
め
届
出
書
を
作
成
し
、

農
業
委
員
会
へ
出
向
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、
電

子
申
請
の
導
入
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
手
続
き
が
可
能
と
な
っ
た
。
来
庁

の
手
間
が
不
要
と
な
り
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
は
同
市
の
第
６
次
草
津
市
総
合
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お

り
、
農
地
法
第
３
条
の
３
の
電
子
申
請
は
全
国

的
に
も
少
な
い
取
り
組
み
だ
。

同
農
業
委
員
会
の
相
井
義
博
事
務
局
長
は

「
農
地
法
は
他
法
令
と
の
調
整
や
現
場
で
の
確

認
事
項
が
多
い
た
め
、
電
子
申
請
が
難
し
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
形
式
審
査
で
完
了
す
る
も
の

は
申
請
者
な
ど
の
利
便
性
が
高
ま
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
た
い
」
と
話
す
。

農地法の相続の届出電子申請開始
＝ 滋賀･草津市農業委員会 ＝

市
長
会
と
町
村
会
へ
積
極
的
に
要
請

市
長
会
と
町
村
会
へ
積
極
的
に
要
請

女
性
委
員
の
登
用
状
況
も
説
明

41人が参加した研修会、自らの加入

推進の体験をもとに講演した永武さん

研
修
会
場
の
西
山
牧
場
（
左
は

チ
ー
ズ
＆
ピ
ザ
工
房
、
右
は
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
房
）

女性委員のさらなる活躍をめざして女性委員のさらなる活躍をめざして 兵
庫
県
農
業
会
議

ひ
ょ
う
ご
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
集

兵
庫
県
内
の
女
性
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
構
成
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
高
尾
利と

し

美み

会
長
）
は
、

女
性
委
員
の
交
流
と
相
互
研
さ
ん
な
ど
を
通
じ
、
県
内
の
農
業
委
員
会
活
動

の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。
女
性
委
員
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
促

進
す
る
た
め
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

市長会の酒井会長への要請書を手渡した

(左から)荒木会長高尾会長酒井会長藤

木副会長松田副会長

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
昨
年
12

月
、
神
戸
市
で
兵
庫
県
市
長
会
と

兵
庫
県
町
村
会
宛
て
に
２
０
２
６

年
度
の
農
業
委
員
会
の
委
員
改
選

に
向
け
た
「
農
業
委
員
会
に
お
け

る
女
性
委
員
等
の
活
躍
に
つ
い
て

の
要
請
活
動
」
を
実
施
し
た
。

要
請
に
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
高
尾
会
長
と
藤
木
悦
子
副
会

長
、
松
田

靜
し
ず
か

副
会
長
、
県
農
業

会
議
の
荒
木
一か

ず

聡あ
き

会
長
が
参
加
。

県
市
長
会
の
酒
井
隆
明
会
長
（
丹

波
篠
山
市
長
）
と
県
町
村
会
の
山

名
宗そ

う

悟ご

会
長
（
神
河
町
長
）
と
そ

れ
ぞ
れ
面
会
し
た
。

高
尾
会
長
、
藤
木
・
松
田
両
副

会
長
は
「
県
内
の
女
性
農
業
委
員

の
比
率
は
13
・
２
％
で
、
女
性
の

声
を
届
け
る
た
め
に
３
割
を
め
ざ

す
必
要
」
「
女
性
委
員
が
安
心
し

て
活
動
で
き
る
環
境
醸
成
と
支

援
」
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

荒
木
会
長
か
ら
は
「
集
落
に
農

業
委
員
の
推
薦
を
依
頼
し
て
も
、

女
性
委
員
が
出
に
く
い
雰
囲
気
が

あ
る
」
と
指
摘
。
「
各
市
町
ご
と

に
女
性
委
員
の
候
補
者
リ
ス
ト
を

作
成
し
、
女
性
が
出
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
必
要
」
な
ど
と
訴
え

た
ま
た
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
必
要
性
に
つ
い
て
話
し
た
。

市
長
会･

町
村
会
の

会
長
と
意
見
交
わ
す

要
請
後
の
意
見
交
換
で
酒
井
会

長
は
「
農
家
が
激
減
し
て
お
り
、

農
業
・
農
村
の
尊
さ
へ
の
認
識
が

薄
れ
て
き
た
」
「
女
性
委
員
の
登

用
促
進
で
、
農
業
委
員
会
・
農
政

に
女
性
の
声
を
届
け
た
い
」
と
述

べ
た
。
山
名
会
長
は
「
各
種
委
員

へ
女
性
登
用
を
進
め
て
い
る
が
、

集
落
な
ど
か
ら
推
薦
が
出
に
く
い

雰
囲
気
が
あ
る
」
と
の
現
状
認
識

と
、
「
今
回
の
要
請
活
動
を
踏
ま

え
、
女
性
委
員
の
さ
ら
な
る
登
用

に
向
け
機
運
を
醸
成
し
た
い
」
と

話
し
た
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
こ
れ
ま

で
、
毎
年
２
回
、
神
戸
市
で
交
流

研
修
会
を
開
い
て
き
た
。
本
年
度

は
よ
り
魅
力
的
な
内
容
に
す
る
た

め
、
26
年
２
月
４
日
に
「
現
地
視

察
も
兼
ね
た
交
流
研
修
会
」
を
初

め
て
催
し
た
。
県
内
の
女
性
委
員

ら
41
人
が
参
加
し
た
。

視
察
先
は
、
三
木
市
農
業
委
員

会
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

・
西
山
き
よ
み

さ
ん
が
家
族
で

経
営
す
る
「
西

山
牧
場
」
（
三

木
市
吉
川
町)



西
山
牧
場
は
、

西
山
夫
婦
が
１

９
６
５
年
に
２

頭
の
子
牛
を
導

入
し
て
創
業
。

半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
規
模
拡

大
と
６
次
産
業

化
に
取
り
組

み
、
地
域
に
根

ざ
し
た
畜
産
経

営
を
継
続
し
て

い
る
。

２
０
０
１
年

に
開
設
し
た

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
房

Ｂ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
＆
Ｍ
Ｏ
Ｍ
」
で
は
、
搾
り
た

て
の
生
乳
を
活
用
し
、
自
家
栽
培

と
地
元
農
家
の
「
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
」
を
原
料
と
し
て
、
年
間
約

80
種
類
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製

造
し
て
い
る
。
16
年
に
は
「
チ
ー

ズ
＆
ピ
ザ
工
房
」
も
新
設
す
る
な

ど
、
地
元
と
と
も
に
歩
み
を
進
め

て
き
た
と
い
う
。

視
察
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
昨
年
の
「
市
長
会
と
町
村
会

へ
の
要
請
活
動
」
や
全
国
研
修
会

へ
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
、
高
尾

会
長
、
藤
木
副
会
長
、
松
田
副
会

長
が
報
告
し
た
。

ま
た
、
農
業
者
年
金
の
研
修
も

実
施
し
た
。
講
師
は
、
農
業
者
年

金
広
域
推
進
員
や
京
都
府
農
業
会

議
現
地
推
進
役
、
全
国
農
業
会
議

所
専
門
相
談
員
な
ど
を
務
め
る
永な

が

武た
け

幸
子
さ
ん
で
「
女
性
に
こ
そ
必

要
な
農
業
者
年
金
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
永
武
さ
ん
は
京
都
府
の

京
丹
波
町
農
業
委
員
会
事
務
局
長

な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
農
業
者

年
金
加
入
推
進
の
第
一
人
者
と
し

て
講
演
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
自
ら
の
加
入
推
進
の
体
験
を

も
と
に
、
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ

ト
や
必
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。

講
演
後
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
「
西
山
牧
場
の
ピ
ザ
」
を
食

べ
な
が
ら
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
い
た
。
県
内
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
女
性
委
員
が
交
流
と
情
報
交

換
を
行
い
、
楽
し
く
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
を
越
え

て
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
」
「
研

修
会
に
ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
に
向
け

た
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
た
な

拡
が
り
の
機
会
と
な
っ
た
。

研
修
と
視
察
で
地
域
越
え
た
交
流

牧
場
視
察
と
農
業
者
年
金
の
講
習
実
施

町村会の山名会長へ要請書を手渡す高尾会長
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